
活力ある職場づくりをめざす
新しい組織文化創造研修17

講座料

時 間

資 料

１日研修 160,000～200,000円 （税別）

9:00～17：00 【12:00～13:00を除く】　※ ご相談に応じます。 

テキスト使用 1,500～2,000円／冊 （税別）

　多様な人材による多様な価値観を組織の力に変えるためには、「仕組み」作りが欠かせませんが、職場運営の仕組み
が機能するか否かは、組織文化・風土の在り方に大きく依存しています。組織文化・風土は、多様な人材による多様な働
き方の実現＝働き方改革・ワークライフバランスの成否にも大きく関わってきます。
　この研修では、組織文化・風土に関する診断を実施し、その診断結果を踏まえながら、講義とディスカッションを通し
て、管理職に期待される役割、意思決定の影響度などの認識を深め、行動規範の改革を促し、活力ある職場作りをめざ
します。
　また、これからの時代に求められる組織の在り方とともに、組織文化・組織風土の改革のための手法を身に付けます。

研修のねらい

■ 多様化する働き手や働き方など、職場の変化を把握します。

■ これからの時代に対応する、自組織の組織文化の形がイメージできるようになります。

■ 新しい組織文化作りに向けて具体的手法を身に付けます。

課長課長
補佐係長

組織や周囲に良い影響を与える
チームワーク強化研修18

講座料

時 間

資 料

１日研修 160,000～200,000円 （税別）

9:00～17：00 【12:00～13:00を除く】　※ ご相談に応じます。 

テキスト使用 1,500～2,000円／冊 （税別）

部署の中で共通業務が多い部門と少ない部門では、チームワークの発揮の仕方が異なります。地方自治体は、職場ごとに業
務上の特性があり、その特性に応じたチームワークの発揮の形が存在します。

自部門の特性に合ったチームワークの発揮の仕方について体得するには、まずはチームワークとは何なのかを理解し、相互
理解と相互支援のあり方を理解する必要があります。その上で、チームワークの発揮に不可欠なコミュニケーションについて、
演習を通して習得します。

また、チームワークを発揮するためには、組織や上司からの期待役割を正しく理解することが必要です。職位上または組織の
状況から、自身に何を期待されているのかを正しく理解し、今後のチームワーク発揮のための行動計画を検討します。

本研修は、多くの演習を通して、自部門の特性や状況に合わせたチームワークの発揮の方法を具体的に検討する、実践的な
内容です。

研修のねらい

■ チームワークを発揮するために必要な知識を習得します。

■ チームワークの発揮に不可欠なコミュニーションを、演習を通して習得します。

■ チームに貢献するために必要な、期待役割の理解と具体的な行動計画を考えます。

※ 下記の内容は一例です。ご要望にあわせてカリキュラムをご提案いたします。

係長主査主任主事

午

　前

午

　後

1 日コ ー ス

１． チームワークとは

3． チーム活性化のコミュニケーション

2. 相互理解・相互支援
(1) チームワークとは

(3) 職場のチームワークを点検する
(2) チームの形態とチームワークのメリット

◇ グループワーク ◇
「 チームワークとは 」

(3) 協調性を発揮する
◇ ケースワーク ◇

「 協調性 」

(4) アサーティブな伝え方
◇ ケースワーク ◇

「 アサーティブコミュニケーション 」

(1) 職場のコミュニケーションの特徴
(2) 行動特性からコミュニケーションを考える

◇ グループワーク ◇
「 行動特性とコミュニケーション 」

(1) 相手を理解する
◇ 個人ワーク・グループ共有 ◇

「 相互理解 」

(2) 支援を考える

(3) 相互支援のための仕組みを考える

◇ グループワーク ◇
「 相互支援 」

4. チームに貢献するために

5. まとめ

(1) 期待されている役割を考える
◇ 個人ワーク・グループ共有 ◇

「 期待役割 」

(2) フォロワーシップを発揮する
◇ グループワーク ◇

「 チームワークのための行動計画 」

◇ 個人ワーク・グループ共有 ◇
「 チームの現状と課題 」

午

　前

午

　後

１日コ ー ス

(1) 組織文化と組織風土
(2) 組織文化の形成過程

3． 組織風土・組織文化の機能

(1) 自団体が掲げる戦略
(2) 職場の組織戦略・人事戦略
(3) 「新しい人」の創造

１． 組織戦略・人事戦略

(1) これまでの職場・これからの職場
(2) これからの職場のための「仕組み」

2． 働き手・働き方・職場の変化

(1) アプローチの仕方
(2) 組織風土・組織文化の改革

4． 組織風土・組織文化の改革

※ 下記の内容は一例です。ご要望にあわせてカリキュラムをご提案いたします。

◇ グループ討議 ◇

◇ グループ討議 ◇

(3) 組織風土・組織文化の機能
◇ 診 断 ◇

「 職場の組織文化診断 」

◇ ワーク ◇
「 組織文化の探索 」

◇ ワーク ◇
「 変革シートの作成 」

(1) 多様性を組織の力にする方法
5． 改革を確かなものにするために

◇ ワーク ◇
「 コミュニケーションスキル 」

◎ まとめ・質疑応答

◎ オリエンテーション
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E-mail：info@amri.co.jp   HP：http://www.amri.co.jp
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